















（ 『俳文学大辞典』 ・和田茂樹）とされる。起筆は明治二八年、子規が従軍帰還し、松山中学で教鞭を執っていた夏目漱石の愚陀仏庵に滞在中のことである。当初は同年一〇月二二日から新聞『日本』に「養痾雑記」として三回、後「俳諧大要」 （新聞に掲載記事の場合は「」括弧で表 ） 計二七回が一二月三一日まで連載された。一〇月二七日からは松山の『海南新聞』にも「俳諧大要」として転載されている。
明治二八年は子規にとって心身ともに激動の年であった。周囲の




















































































































































































































































いることを知りこれを「適論なり」と評価しながらも「或いは鷗外などに聞きしには非ざるか」と虚子 語っている。つまり当時の子規はすで 、海外の哲学、審美学を ずるこ においては、先ず鷗外を思い浮かべるということであった事がわかる。
子規が従軍記者として金州で鷗外に始めて会ったのは、 「没理想









































































































 各個の美の標準を比較すれば大同 中に小異なるあり大異の中に小同なるありと雖も種々の事実より帰納すれば全体 上に於いて永久 上に於て略々同一の方向に進むを見る（中略）此の方向を指して先天的美の標準と名づけ得可くば即ち名づく可し今仮に概括的美の標準と名づく
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 美術の標準は吾人の主観中に一定して動くもの あ ずと雖も
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 われはハルトマンが審美の標準を以て、画をあげつろひしことあ ども、嘗て小説に及ばざりき。今やそ 果すべき時は来ぬ。
・
　








































 審美 のおのずからにして標準的なるべきを忘れ 、これを叙述的にして仕舞はうといふのも、やはり無理 考に相違ない。
・
　




















































運用し、軽視さ ていた俳句を、文学として高める う自らの志しを遂げるための「武器」として使い援用して戦いに挑んだ。そうした行動に出 きっかけは、従軍によって思いがけ 鷗外そ 人に出会い、謦咳に接し、美学の面綬も受けたであろうことが想像される。
まして鷗外の「しがらみ草紙」は、このとき鴎外の出征により廃




を取り上げられることは少ない。しかし子規が俳句を文学として位置付けるために、鷗外の方法を学び、西洋の「美」 、 「美 の標準という視点に開眼したのは、この戦地での鷗外との出会いによるものであろ ことは間違いの無い 。こうして子規は「俳諧大要・第一俳句の標準」で、一気に世間に対し「俳句は美（芸術）を追求する文学の一部である」ことを宣言した。
子規が「三月三日の大雪」 （和田克司『子規の一生』 ）の中を、従






業の期無し入る事浅ければ百年の大家たるべく入る事深ければ萬世の大家たるべ 」と誘い、 「極美の文学を作りて未だ足れりとするべからず極美の文学を作る益ゝ多からんこと 欲す」と、昨日今日俳句を始めた俳人にも志 髙く以て 」を目ざす俳句に邁進することを鼓舞している。『俳諧大要』は、 『ほととぎす』の誹諧叢書第一編として、明治三十二年一月二十日に刊行された。編輯兼発行者は高浜清、発行所は東京堂書店である。その後、いく びか版をかさね、発行所も俳書堂（虚子経営）に移っている。明治三十九年には既に七版を数えているので、多くの俳人に読まれ、文学としての俳句の地位向上、発展に寄与したことが窺える。鷗外は明治三三年一月、 「福岡日日新聞」に「鷗外漁史とは誰ぞ」
を掲載する。この前年の小倉赴任は左遷とされている。
鷗外はこの「鷗外漁史とは誰ぞ」で当時の文壇、文人達をさまざ





































































































































































































る、という、 『小日本』などの経験上の配慮がさりげなく『めさまし草』にも発揮されている。それが臥褥の床から発せられているのである。挿絵についてはこの後も中村不折と下村為山 交代で意欲作を掲載 ていく。
一〇月二六日（土）に、鷗外はもう一度子規庵の句会に参加して



















ここで特筆すべきは、㊀『目覚まし草』の創刊から子規が関わっている と。㊁俳句革新のため、発句の独立を主張して「発句は文学なり、連俳は文学に非ず」と主張して斬り捨てた筈の「連句」をこの誌上で試みていること、㊂殆ど外出不可能であっ 明治二九年の子規が二度も鷗外の観潮楼を訪れていること ㈣鷗外が一月と十月の二度、子規庵の句会に参加している事実が確認出来ることである。子規は鷗外に学ぶ「西洋の美学」と、自らが学び調査した日本の美の文化である俳句 「俳句分類」 の間 「何か関係あれかし」と今度こそそれを究明するチャンス 、心身を奮い立 せて鷗外を訪ねたであろう。そして西洋の美学を取り入れて 近代俳句の基点
となる『俳諧大要』を世に送ったことは、鷗外との親交の中で子規なりの答を探り当てたということにもなろう。おわりに
新聞『日本』に掲載された「養痾雑記、俳諧大要」を改めて見る
と、発句を始めて半年に足りない、盲目の俳士、花山に請れて書くので、松山の松風会諸子は花山の耳に「之を傅へてよ」という前書きがあり 改めて子規の俳句革新 進めようとする思いが感じられる。そして突然に「第一俳句の標準」が始まる。一瞬唐突で戸惑うが「俳諧大要」は、前述のよう 松山松風会諸子に之を読んで盲目の花山の耳に音声で伝えるという目的をとっているので、非常に簡潔に、印象深く、考え抜かれた文章であるこ 気が付く。特に繰り返し出てくる「○○の標準」という言葉が印象的である。
子規が森鷗外が駐屯しているらしいと聞いて直ちに面会に出掛け
































































































































Motivation that Shiki wrote “Haikaitaiyo” ： 
 Encounter with Ogai Mori
NEMOTO, Ayako
“Haikaitaiyo” isa landmark literaturewithexplainedModernHaikusystematically. It
wasamilestonethatShikisaidthat“HakikubelongstoJapaneseliterature”inacolumn
ofnewspaper“Japan”.WhathappenedbehindthescenesofShiki’sremark?
ThisstudyisfocusontheconnectionofOgaiMoriandhisconceptof“aesthetic”andit
looksattheeffectofthemon“Haikaitaiyo”.
